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      画家たちの肖像       
 
 美術シリーズの第２弾は、それぞれの境遇､病気､孤独に 

苦悩と不安をつのらせながらも､情熱的に絵を描き続け、 

３０数年の短い人生を終えた３人の天才画家を 

採りあげました｡ 

「小さな男､偉大なる芸術家」と形容され､特に 

ポスターを芸術の域にまで高めた印象派の巨匠 

ロートレック。 

燃え上がるような色彩と独特のタッチで、花や 

風景を精力的に描き続けた孤高の画家ゴッホ。 

肺結核に冒され､酒に溺れた生活の中でも情熱的 

に特異な肖像画を描き続けた薄幸の画家モジリアニ。 

｢赤い風車｣､｢炎の人ゴッホ｣「モンパルナスの灯」でそれぞれの

生涯をたどりながら､その作品も楽しみたいと思います。 

日時：平成２１年６月７日（日） 

午後１時３０分～４時 

会場：たづくり １０階 1001号室 
    【当日先着５０人】 

問い合せ先：谷 080-1038-2050   

主催：NPO法人 調布まちづくりの会 

【お茶・資料代として３００円お願いします】 

後援：調布エフエム放送 

 


